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遠沈し，其D基質を除去し 5%の割合に葡萄糖を加
えたもの。
実験成讃 
食塩水では 30分 1時間で多少の充準はあるが殆ど
D)種々濃度の溶血血液では 5ccで30分最高 1.25
度む溶血血液に 5%o割合に DXを加えたものは，
% DXの値に近い， 1.65に到し 24時間で前に復元
は目下実験中でるお。
治癒ぜしめた。
表][.若手血血液+DX.5%
5S百 DX 
Blul 1cc +DX 596 
Blul 5cc+ DX 5% 
5% D)に の割合に葡萄糖を加えたもの。め， 、液を
5% X 1.25 生哩.A) B):O では最高 に元議した。 
C)変化な旬、。 蒸溜水では反って一時下降した。 
2 E)に充議したが 時間で前に復元した。 種々の濃
5cc 20注射血液の噌加にしたがい漸次尤準し にて 
5cc 1.65した。 以上量を帯加しでも 以上には充迭し
5%F)D)ない。 を遠沈し其の基質を除き の割合， 
m)DX V 5I'C を加えたものは表く に示ナ遁 にでcc， 
1.5 5% DX E)1.最高 に到し， 単味より迭に高いが 
5%即ち，基質を除かぬものには及ばない。備 の代 
P lO203040% DXに を溶媒とした場合に就て， ， ， 
次に臨称上之を使用し，動肱注射の唯一の欠点で
あ 注射時、疹痛を除くととが出来叉効果があった。o
30之を用いロイマナ，五十肩，外傷後疹痛等 例を
係鍛口 
20% DX 
Ui 
1.5 
1.4 
1.3 
1.2 5例平均 
表1lI.
係数日 
1.6 
1.5 
一一-----ー 5% DX Blul 5cc，ー基質十 DX 5% 
Blut 5cc+ DX 5% 
1.4 初%DX 
1.3 
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めプロームザルフアレインくs，S，P)負荷後
に於Iずる自血球数変動と肝機能の関係に就て
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白血球主肝との聞に密接なる関係の存ナるとと
は，胎生時に於之3肝の遺血作用量肝の白血球破壊作
用等に依fJ，古来より識者の注目を浴び1920年グィ
ダ -Jレ等が，蛋白食摂後白白血球変動をぱで，肝機
能の列定に賓せんとしたことよ P始fJ，我国に於て
も多数の人々によれ諸物質負荷による白血球数変
動を以て，肝機能舛定I'C費せんとした。私はB，S， 
Pにより 白血球反応を試み，いささか知見を得た，の
で此所に報告ナる。 B;S，Pは其の大部分が肝細胞
よD速かに排世され，腎からは殆ど排世きれず，本
試験の負荷物質・としては最適なoものと考え否。 
Jff健常者に於ける白血球数変動は健常者に於て検
するに， 15分にで最高値を示し，約6obtこて平常
値に戻る。此の際噌加白血球は主に中性噌好性白血
球である。肝障碍者に於ーでは白血球数帯加は認6ら
れず，誤差範囲の変動又は多少の減少を示ナ。 B， 
S，P負荷による白血球数の変動と， B，S，P排能
率を入院害、者 30倒にで検討ナるに，白血球帯加を
来ナものを!斤正常来さぬものを肝異常とすると，両
者共にE常なるもの 14例，両者共に異常のもの 8
例，計22例，即ち 73.3% i亡於で平衡し，残りの 8
例， 26.7%に於で解離ナるのを認め答。叉此の解離
せるもののうち 23例を越べ包じ他肝機能検査に
で肝正常なるも，白血球減少を来せる 1例に於で術
後 3日目に黄疫を来した例あれ又食遭癌患者3例
に於て，何れも他肝機能検査にて中等度障碍を示せ
るもののうち，白血球指多を来たした 2例は経過良
企fl:C治癒，減少を来たした 1例は死亡した。此の事
は現在迄術前に白血球減少の傾向にあo患者が，術
後に屡々思わしくない結果を来たしたととと考え合 
bせ，興味あるととと思う。此等の己主よ P見oに
本検査を以で直に肝機能を云々ナるは早計なるも，
今後の遁究により臨林的価値を認め，肝機能検査法
となし得ると思考‘ずるものである。 
7) 頚動豚球易日出荷幸雄行せる端息患者，議隔 J 
時心電図について 吉田 発
中山外科教室に於で頚動肱球摘出術を地行せo遠

隔時I荷息患者の心電図を採取検討した。

検査症例はく術後4...6年を経過せる)70例で，
手術例は両側 49例右片側 19例左片側 2例で，之等
の遠隔成績は治癒 14例，_軽快29例，不変又は帯悪
